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ADS 炉内材料および核融合炉先進ブランケットへの適用を目指して低放射化オーステナイト鋼である Fe-

Mn-Cr-Al-C 鋼およびその酸化物分散強化（ODS）鋼の開発を新たに進めている。本報告では、合金設計方針

とラボレベルで試作した材料についての初期知見について示す。 

キーワード：低放射化オーステナイト鋼、酸化物分散強化鋼、TWIP 鋼、鉛合金腐食、ADS、核融合炉 

 

1. 緒言：ADS 炉内材料および核融合炉先進ブランケットへの適用を目指して低放射化オーステナイト鋼であ

る Fe-Mn-Cr-Al-C 鋼およびその酸化物分散強化（ODS）鋼の開発を新たに進めている。かつて検討された Fe-

Cr-Mn 系低放射化オーステナイト鋼の組成を見直し、液体鉛合金腐食への耐性の観点から低放射化性を減じ

つつも Al を合金元素として添加している。また、ODS 化によって高温強度特性や耐照射性の改善を狙った

材料も作製した。本報告では、合金設計方針と研究室レベルで試作した材料について、強度特性と鉛合金腐

食性への ODS 化の影響に関する初期知見について示す。また、先進核融合炉ブランケットへの適用に向けた

諸課題についても論じる。 

2. 実験方法：アーク溶解によって、Al含有高 Mnオーステナイト鋼を作製し、1050℃、２時間の溶体化処理

後に水焼入れを行い、単一のオーステナイト相を確認した。ODS 鋼については、遊星型ボールミルによって

原料粉末のメカニカルアロイングを行い、放電プラズマ焼結装置（SPS）によって焼結後に熱間圧延を行った。

これらの材料について、450℃、430hのポット中での鉛ビスマス共晶合金中において、飽和酸素濃度および低

酸素濃度を狙って計測制御を行いながら腐食実験を行った。 

3. 結果の概要と展望：Al 含有高 Mn オーステナイト鋼およびその ODS 鋼を試作し、基本材料特性や鉛ビス

マス合金腐食に関しての調査を開始した。図１に示すように、Al含有によって、高い Mn を含む場合におい

ても優れた耐食性を示しうることを示して

いる[1]。また、ODS 化によって耐食性が向上

することも示唆されている。しかし、高温強

度特性については、従来の ODS 鋼のような

著しい向上が得られていないことが示唆さ

れており、酸化物分散粒子の改善のための

合金元素の調整が必要である。詳細につい

ては当日報告する。 
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図１ 低酸素濃度鉛ビスマス合金腐食実験後の 7Al

含有高Mnオーステナイト鋼の断面組成マップ像[1]。 
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